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掛川市が目指すまちの姿

1
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「人と環境が持続し発展するまち」を目指して

行政経営における基本的な考え方

2

・誰もが自分らしく安全・安心に暮らせる社会の実現

・選択的定住人口・関係人口・交流人口の増加

・人に優しいデジタルと共創

・インクルーシブ、グローバルな視点

・ブランド化

・市民のシビックプライドの醸成

キーワード
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・10年の間、各地区において作成されたまちづくり計画に基づき、様々な取り組みが
実践されてきた。

・各まちづくり協議会では、地域住民によるまちづくりの活動が活発化している。

a．地区まちづくり協議会

■平成28年4月の一斉スタートから今年で10年目

このような現状を踏まえ、各まちづくり協議会に伴走し、解決策をともに考える

「協働のまちづくりアドバイザー」派遣制度を創設
3

■これまでの活動(一部抜粋)

■ 何でも手伝い隊・お助け隊 ■ 生活支援車 ■ 里山留学（移住促進） ■ ３世代交流事業

・人口減少などの社会環境の変化に伴い、地域ではこれまでになかったような課題に直面。
・地域ごと、まちづくり協議会ごとに、問題の内容はさまざま。
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・運行区域：桜木地区内全域、地区外にある主要施設（駅、中東遠総合医療センター等）
・運行期間・時間：令和7年10月1日～令和８年１月31日、土日祝日を含む午前７時30分～午後６時
・利用できる方：事前に利用登録をした全ての方 ※地区外・市外の方も利用可能
・予約方法：スマートフォンやタブレット等での予約（LINE、アプリ、Web）

電話による予約
・利用料金：５００円程度（想定）

仕組み
①利用者は、利用したい時間にスマートフォンや電話で乗車の予約をする。

（予約時に、乗車したい時間と乗降ポイントを指定できる。）

②システムが利用者の予約を集約し、それに合わせてＡＩ（人工知能）が最適な

ルートとダイヤを設定し、利用者に通知する。

③利用者は、システムから案内された時間に乗車ポイントに行き、乗車する。

④車は、同じルート上にいる他の予約者を拾いながら運行し、利用者が指定した

降車ポイントで利用者を降ろす。

b．新たな公共交通の実装

■AIオンデマンド交通とは

■ AIオンデマンド交通実証実験

区域での令和8年度からの本格運行を目指し、他のエリアへも順次展開していく
４
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目的

・空き家を使い「地域活性化に貢献する施設」を設
置する事業者を募集。
・今後の空き家の利活用を促進する起爆剤とする。

【補助額】対象経費の３分の２

（限度額 １，０００万円）

■空き家活用モデル事業

５

■空き家子育て世代応援住宅事業費補助金

目的
・空き家を購入して定住する子育て世代を対象に
取得費用を補助。

・若者、子育て世代の住宅取得を応援

【補助額】空き家の購入費用の２分の１

（最大額 １５０万円）

c．空き家の利活用促進

■空き家除却事業費補助金 ■空き家活用お片付け事業費補助金

目的
・所有者が空き家を活用するための「お片付け」
費用を補助。

・管理不全な空き家の発生を未然に防ぐ。

【補助額】片付け費用の３分の２

（限度額 ２０万円）

目的
・老朽空き家の解体費用を補助。

・活用困難な空き家を除却し、安全で快適な環境を
確保する。

【補助額】対象経費の１０分の１０

（限度額 ５０万円）

空き家の全市調査を実施 ➡ 財産として空き家の活用を促進

空き家の補助事業を拡充
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d．「ここにしかない」都市開発

６

花鳥園に隣接する南西郷地区の土地利用の検討

南西郷地区の立地・地形を活かした、

「ここにしかない」商業施設・レジャー施設の誘致

掛川市の賑わい創出の拠点

市民が期待する商業施設誘致

新たな雇用の創出
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e．歴史観光資源の活用

文化財の保存・活用
で南北の賑わいづくり

７

■ 横須賀城磨き上げプロジェクト

■ 吉岡大塚古墳 ■ 仁藤の大獅子

■ 紅葉の松ヶ岡

■ 高天神城CG再現■ 三熊野神社大祭

■ 掛川城
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８

製品プラスチック資源循環実証実験

■ ごみ減量に向けた取り組み新たなステップへ

・地元と対話を重ね、決定した方針に基づいて、

令和12年４月の供用開始を目指し、安定的で

安全安心な施設整備に向けた取り組みを進める。

■ 新たな廃棄物処理施設の建設準備

f．資源を燃やさないまちへ「ゼロ・ウェイスト宣言」

製品プラスチック資源循環実証実験

使用済み紙おむつ資源化実証実験

生ごみ処理機の購入費助成

『再びごみの排出量が少ない自治体1位へ！』

剪 定 枝 資 源 化 支 援 事 業
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g．すべての子どもが夢を描ける未来へ

９

充実した教育の実現とこども支援

小・中学校の再編 未来を見据えた授業改革 部活動の地域展開

・原野谷学園、城東学園
小中一貫校の設計着手

・子どもの主体性や個性を
尊重した学習の推進

・全国に先駆け、令和8年度
夏頃、部活動の地域展開
スタート
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h．安心して子育てできる環境の充実

10

子育て世代に選ばれるまちへ

「たまりーな」に大型室内遊び場「みろっこ mirocco」オープン

【結婚・家庭生活への支援充実】

・縁結びプロジェクト推進事業
・結婚新生活支援事業
・放課後児童健全育成事業

【こども・若者・子育て家庭を支える環境づくり】

・こどもの居場所の確保・充実事業
・子ども医療費助成
・子育て総合案内サイト「かけっこ」による情報発信

【掛川市こども計画の推進】

・「だれもが自分らしく 心ゆたかに暮らせるまち 掛川」の実現を目指す！
・こども・若者の意見を大切にしながら計画を推進！
・急速な少子化に歯止めをかけ、『出生数 ７００人維持』を目指す！

【こども家庭センター創設】

・妊娠期から子育て期の総合相談窓口
・妊産婦、子育て世帯、こどもを、多職種連携により切れ目なく支援
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・2015年からの10年間で人口は、約２，８００人減少

・人口減少は、今後も続いていくと推測される。

→しかし、現在(2025年)までは将来人口予測を上回る結果となっている。

掛川市の人口推移

11※「社人研推計人口」は2015年国勢調査をもとに、国立社会保障・人口問題研究所が試算した推計値

※「実績・将来人口」は2015年、2020年、２０２５年は住民基本台帳の実績値
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掛川市の人口減少率

1２

■静岡県の各市町村 人口減少率

１．袋井市 ０．７４４％

２．長泉町 ０．４８６％

４．吉田町 △１．３６１％

５．菊川市 △１．４８０％

・県内35市町の中で、減少率は3番目に優れている。
・減少している市町の中では、最も低く、△１％を切っている。

※令和３年1月1日から令和７年1月1日時点の減少率 （参照：統計センターしずおか 「市区別推計人口」

※全国値は、概算値により算出（参照：総務省統計局 「人口推計」）

参考：全国値 △１．５７７％

３．掛川市 △０．９６４％
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１ 介護・医療分野、農業をはじめとする労働者不足
・サービス低下、価格上昇等を招く

２ 地域コミュニティの衰退
・地域活動の担い手が不足

３ 空き家の増加
・管理不全の空き家が増え、環境や治安を悪化

４ 文化・伝統の継承

・お祭りなどの文化や伝統が継続困難に

少子・高齢化・人口減少により起こる影響

1３掛川市として持続していくことへの影響大

・２０３３年までに、3軒に１軒は空き家
となる予測がある。(野村総研 推計）
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第３次総合計画の策定

・本年度は、第３次総合計画の策定年度。掛川市の未来を描く重要な機会

・少子高齢化、人口減少により起こりえる課題に対し、明日のかけがわを

創造し、未来に向けて成長できる計画を策定。（計画期間2026～2035）

誰もが、何度でも、チャレンジできる

持続可能なまちに向けた総合計画策定

未来のかけがわは一人ひとりの
チャレンジで創りあげる

14
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・市職員の

理解促進

・暮らす

・学ぶ

・働く

掛川市ＤＥ＆Ｉアクション

DE＆Iを
推進する

リーダーシップ

DE＆Iを
実現する

まちづくり

市職員
に対する取り組み

市民・企業
に対する取り組み

・全ての事業に

DE&Iに
関する
観点を反映する

・全庁改革に

DE＆Iの要素を

取り入れる

だれもが働きやすい
環境整備を行う

すべての子供たちが安
全・安心に学ぶことがで
きるよう、環境の整備や
教職員への啓発を行う

誰もが安全・安心に暮
らせる地域づくりを行
う・広げる

多様な人が訪れるまちを目指し、
観光・広報施策で広がる

DE&Iは、まちづくりの根幹であり、最重要テーマ！

16
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■ 平成17年度の合併から２０年

・合併から20年のの歩みに感謝するとともに、まち全体の一体感を醸成して市民の誇りと愛着を高
め、未来に向けて飛躍する新たな出発点とするため、様々な記念事業を展開していきます。

掛川市制２０周年記念事業

20年の歩みに感謝し、共に創ろう掛川の未来

２0周年記念事業(開催日：会場)

・記念式典
(11月8日開催：文化会館シオーネ)

・市制20周年記念いとくり・商工祭
(11月8日開催：コミュニティ公園)

・誰でもスポーツチャレンジ
(９月28日開催：さんりーな・し～すぽ)

・全国将棋サミット
(10月18日開催：生涯学習センター)

17
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●「手のひら市役所」の実現
・スマートフォンを活用しデジタルで完結する手続き
・個人に合わせた最適な情報提供（プッシュ型）
・企業の行政手続きの電子化

●教育のデジタル化
・データを活用したかけがわ型GIGAスクール構想
の実現
-ICTを活用し、リアルとオンラインのハイブリッド型
授業の推進
-授業支援アプリや校務支援システム及び蓄積
データの利活用
-デジタルによる情報提供や連絡・相談体制の整備

●人にやさしい行政への
デジタル化

・書かないキャッシュレス窓口の実現
・データに基づく政策推進
・ガバメントクラウドの推進
・窓口の広域化及び共同化

●働き方の変革
・サテライトオフィス等を活用した行政
手続きの支援（どこでも市役所）
・デジタルを活用した業務改革
（職員の意識改革）
・副業・兼業人材を活用した行政
サービスの変革

●つながるまちの実現
・公民連携による共創社会づくり
・人、モノ、コト、情報がつながり循環
する仕組みづくり
・キャッシュレス決済の推進
・移動・交通の最適化
・市民と行政のつながりから地域、
まちの課題を解決

●安全・安心なまちの実現
・防災・防犯のデジタル化により命
を守る情報の提供
・まちの可視化

●包摂的な社会の実現
・一人ひとりに寄り添う相談支援
・データ活用によるヘルスケア
・デジタル技術を活用した福祉、医療子育て等情報
ネットワークの強化

●人と人がつながるまちの実現
・交流人口・関係人口の拡充
・ダイバーシティ＆インクルージョンの実現
・まちづくり協議会のデジタル化による充実
・デジタル化による関係性づくりの補完

●地域資源の活用
・文化財、伝統工芸、スポーツ施設のデジタル化
・エネルギーの最適化
・スマート産業の創出

●誰でも活用できる環境整備
・デジタルデバイドの解消
-デジタル機器の学ぶ機会の創出
-デジタル操作の簡略化
-デジタル機器の操作支援
・マイナンバーカードの全市民取得

●デジタルデータの利活用
・データ連携基盤の整備
・オープンデータの推進

●持続可能な環境整備
・５Ｇなどの通信環境整備
・クラウド利用の推進
・BPRの推進（ツールによる効率化）

●安全・安心な環境整備
・セキュリティ対策及び個人情報等
の適正な運用

●デジタル人材の確保
・デジタル人材の育成
・デジタル人材の流入

行政のDX ～市民中心の行政に向けて変革する取組～ まちのDX ～市民や企業、行政がつながり変革する取組～

安心なＤＸへ～ＤＸ推進をサポートする取組～

DXによる市民サービスの付加価値向上

18
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○全地区（33地区、32まち協）を２グループに分け隔年で開催
・開催単位：地区単位、中学校区単位、隣接地区合同から、地域が選択
・開催時期：８月～11月

・13会場、456人の地区役員の方々と対話
・地域の課題や市の施策等の意見交換を行い、

市民主体のまちづくりの更なる発展
・開催単位は地区単位から中学校区単位までの中で、地域が選択

協働によるまちづくり地区集会

■令和６年度の取組

■ 令和７年度の取組

市民主体の協働のまちづくり ～持続可能な地域づくりの実現～ 19

地区自由テーマの主な内容
・公共施設再配置、学校再編、跡地利用 ・人口減少、担い手不足
・ゴミ処理や不法投棄 ・耕作放棄地 ・治水対策 ・公共交通
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オーガニックビレッジ宣言
有機農業推進の取組を起点とし、

市民全体で持続可能間まちづくりをしていくことを宣言

■ オーガニックビレッジとは

・有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や
地域内外の住民を巻きこんで地域ぐるみでチャレンジするまち

・「有機農業実施計画」を策定し、実現に取り組む

■ 有機農業実施計画とは
・ 計画期間（R5～R9)の５年間で目指す目標を設定
・「生産→流通→加工→消費」まで一貫した取組体制を構築
・生産者、農協、茶商組合、市内スーパー・直売所など

多くの関係者が協力して策定

お茶を中心に、有機栽培に積極的にチャレンジしています 20

〇生産段階の推進の取組

・新規就農者の受入、支援体制の構築
・有機専用モデル区画の整備
・肥料の地産地消の取組や有機肥料の実証実験

〇流通・加工・消費等の取組
・有機農業をＰＲするためのマルシェ開催
・茶の輸出拡大 ・学校給食での提供、学習機会の創出
・マーケティング人材の育成
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掛川茶フェアトレード

安定した所得のもと、若者が希望をもって茶業に取組める環境
消費者に理解・応援を得ながら、適正な価格形成を実現 21

■ 掛川茶フェアトレード

長い慣習の中で行われている荒茶の流通構造を見直し、

生産者の持続可能な経営を目指すきっかけに

〇 令和6年度から掛川茶フェアトレードをスタート

〇 パートナーシップによる「計画生産」を推進

相場に左右されたない取引、事前に売り先を明確に

⇒ 生産者の不安を解消し、収入の安定・安心感を

〇 令和６年度 掛川茶フェアトレード取組件数

３８件 （生産者23件、茶商社10件の組合せ）
〇 令和７年度 継続して「計画生産」の取組を推進・拡大

持続可能な茶業を目指して

つくっても売れるか分からない…
どこに売れるか分からない…

生産者

558 541 562
480

407 393
466

343 367
286

2,4012,537
2,254

2,258 2,180

2,695

2,211
2,419

2,130

2,619

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

100

200

300

400

500

600

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

掛川茶市場（一番茶）取引実績

数量(t) 平均単価(円/kg) R7.5.14現在
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■ 地域ブランドの発信

○ 掛川茶

農業・茶業
掛川市の農業算出額は ４位／県内35市町（R５市町村別農業産出額）

ブランド力を磨き 地域で育み 伸びゆく農業へ

新たなブランドイメージ
「お茶と暮らし」

22

掛川市は、全国茶品評会の深蒸し煎茶の部にて
全国最多の26回の産地賞を受賞

・掛川茶未来創造プロジェクト 期間：R4~R8年（５カ年）
～10年後も掛川が世界に誇れる「お茶のまち」であるために～
【生産】茶産地掛川を支える一次産業の所得向上

・有機栽培の拡大 ・茶生産体制、基盤の再構築
【流通】時代を先取りする流通構造への転換

・持続可能な茶取引「茶業版フェアトレード」
【消費】茶産地掛川の持続を可能とする消費拡大策の推進

・掛川茶リブランディング事業 ・健康効能活用
ちゃんぱん（掛川茶乾杯酒）

○ 掛川牛、露地・施設野菜の振興
・指定産地作物の安定供給に向けた取組
・地域ブランドとして商標登録されているメロン、トマト、

ニンジン、掛川牛や露地野菜（石川小芋、スイカ、サツマイ
モなど）や施設野菜（いちごなど）など農畜産生産者の支援
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■ 担い手への支援

○ 新規就農者支援
・がんばる新農業人支援事業など
・次世代を担う農業者を志す49歳以下の者に、

経営開始時の経営発展を支援する資金を交付
新規就農者育成総合対策事業
令和７年度予算 4,575万円

農業・茶業 ②
若い人が希望を持って参入できる仕組みづくりのために

23

○ 人・農地プランの法定化
・実質化された人・農地プランを土台とした地域計画を令和６年度末までに策定

■ 互産互消の展開

・地方都市とのネットワークを形成し、特産品・観光・

定住の交流につなげて、地域経済の活性化を図る
・現在21地域産品の互産互消活動を展開中

■ 規模拡大、環境整備支援
○ 土地改良事業

・令和６年度：市内12ヶ所で実施 事業地区：大坂、千浜、野中、五明、三井、正道、
和田岡、寺島幡鎌、鹿島堰、平田、上内田

・令和７年度：市内12ヶ所で実施 佐夜鹿

基盤整備事業に向けた地元打合せ

新規就農者との意見交換

これっしか処等で互産互消の
商品を販売中
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■ 海岸防災林強化事業「掛川潮騒の杜」の整備

・自然災害から生活を守り、市民が集い、楽しむ杜を
目指して整備を促進

・全長約９ｋｍの海岸防災林をレベル２の津波に対応
した高さに嵩上げ

掛川潮騒の杜の完成予想

■ 水害対策への備え

・令和６年度に今後の治水対策をまとめた「掛川治水プラン」を公表
・流域全体で水害を軽減させる「流域治水」を推進
・河川改修やしゅんせつを国、県と協力して進めるとともに、

田んぼなどに洪水調整機能を持たせる活用方法の検討を進める
・「河川水位道路冠水等観測システム」による、河川や

道路状況の見える化により、水害に備える情報を提供する

河川水位道路冠水等観測システム
二次元バーコード →

24

■ ソフト施策の充実

・災害による死亡者ゼロを目指し、避難の重
要性の周知や、自助・共助の強化を図る

・「防災ガイドブック（R4.9改定）」の周知、
「家庭の避難計画」の作成を推進

・令和５年度にガイドブック(4ヶ国語)作成

■ 橋りょう耐震化

・重要路線等にある67橋の耐震化を進める
掛川潮騒の杜の進捗状況（市施行分）

災害による死亡者ゼロを目指した 様々な取組

項目 H26～R６ R７（予定) R8

施工延長 7,640ｍ 910m 1,450m

施工延長 累計 7,640ｍ 8,550m 9,000m

進捗率 84.9％ 95.0％ 100.0％

盛土量 164.0万m3 19.6万m3 16.4万m3

安全・安心につながる防災、減災対策
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環境の持続可能性に向けた資源エネルギー循環

■ 再エネの地産地消

・地域新電力かけがわ報徳パワー(株)と連携し、再エネの
地産地消や地域内の経済循環を進める。

■ もったいない条例に関連した取組

・「もったいないを合言葉にカーボンニュートラルを推進する条例」が施行。
毎月９日が「もったいないを考える日」となった。

・もったいない運動の普及啓発のため、次のような取組を行っていく。

１ もったいないを考える日の取組（毎月９日）
ＳＮＳ発信事業：毎月９日、関連内容をＳＮＳで発信

２ もったいないアクショングランプリの開催
・省エネ、ごみ減量、資源循環等の宣言や取組を市民や事業者から

募集し、優秀な内容の表彰などを行う

１ 公共施設電力のＲＥ100化
・報徳パワーの再エネ由来の電気を活用し、公共施設からの

温室効果ガスの排出を削減

２ 卒ＦＩＴ電力買取事業
・家庭の太陽光発電の電力を買い取り、供給電力として活用

３ 公共施設への太陽光発電設置による再エネ利活用事業 25
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環境資源ギャラリーの建て替えに向けて

・掛川市・菊川市衛生施設組合は、2030年４月に新しいごみ処理施設稼働を目標に

建設準備を進めている。

・現在のごみ処理施設は、建設から約20年が経過し、老朽化によるトラブルが多発。

・そのため焼却炉を令和７年３月末で停止。現在は、ごみを市外へ搬出し処理を実施中。

・今までと変わらず、ごみを出せます。

新施設の使用開始までは、近隣の市や民間業者
のご協力をいただき、ごみを処理する。

このため、環境資源ギャラリーでの受け入れや地
域のごみステーションからの回収も、今までと変わ
らず実施。

Q1 ・新しいごみ処理施設ができるまで、
ごみはどこに出せばいいのか？

A

Q３ ・新しい施設の工事スケジュールは？

A
・計画的に進めています。

Q２ ・新しいごみ処理施設はどこにできるのか？

・環境資源ギャラリーの敷地内で建設される。

建設には広い敷地が必要となるため、環境資源
ギャラリーの一部を解体して、敷地を広くする工事
を２０２５年度に行う。

A

・修理は難しいと判断。

修理には新しい施設を建設するのと同じくらいの
費用がかかり、修理しても１０年程度しか使用でき
ないことが分かった。さらに２０２０年５月に起きた
大きな故障を修理するには、建物を壊す必要があ
ることも分かった。

Q４ ・環境資源ギャラリーを修理して使うことは
出来ないのか？

A

そのうち
重大トラブル

５件
ごみ処理が

ストップした回数

１２７回

令和

７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度

現施設

減築工事
新施設設計 新施設整備工事

工事事業者

選定・決定

現施設解体工事

建て替えQ＆A

(掛川市HP)

26
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地方分散の受け皿づくり（産業基盤の整備）

上西郷地区整備推進事業の３つのテーマ
・持続可能なまちづくり
・新時代を目指すまちづくり
・ポストコロナ社会を見据えたまちづくり

○上西郷地区整備推進事業（41.2ha）
・令和３年12月 (株)日本エスコンを事業協力

予定者に決定
・令和４年９月 造成工事着手
・令和７年度末 造成工事完了予定

○ 新エコポリス第３期工業用地（約33ha）
・令和７年度 造成工事着手予定

○ 新東名掛川第２ＰＡ（約3.7ha）
・令和７年度 企画提案公募プロポーザル実施

産業基盤の整備やまちづくり事業により「地方分散の受け皿」となる

○ 下垂木地区まちづくり事業
・令和３年度 第二期計画スタート

桜が丘通り線、神田一丁田線南工区などを整備

「上西郷地区整備推進事業」イメージ図

27

○ 水垂地区土地区画整理事業支援（6.37ha）
・個人施行による水垂土地区画整理事業の支援を実施
・用途地域内の未利用地の活用、都市計画道路等の整備
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教育・子育て
待機児童ゼロの継続、

質の高い乳幼児教育・保育のために

28

■ 様々な子育て支援策

・子育て総合案内サイト「かけっこ」による情報発信の充実
・子育てコンシェルジュによる訪問支援
・「かけっこちゃんねる」による子育て支援施設の紹介動画配信
・市内18カ所の地域子育て支援センターなどでの子育て親子の支援
・子育てにやさしい事業所づくりの推進（令和６年度末 47事業所）

■ 幼児教育・保育環境の充実

○ 保育士の確保
・安定した保育士確保のために

⇒お仕事応援相談会、就職応援資金貸付事業、宿舎借り上げ支援事業
・将来の保育士への機運醸成のために

⇒高校生と乳幼児のふれあい体験事業（事業を通じ、結婚や子育てへ
の関心を高めることも目的としています）

○ 乳幼児教育･保育の質の向上
・実践的研修を重ね自己研鑽を進める「かけがわ乳幼児教育未来学会」

事業の充実
・４市１町連携キャリアアップ研修を開催し、研修受講の機会を増やす

とともに保育士等の処遇改善を実施
・公私立一緒に先進事例や課題などを学び合う、「まなざし研修」の実施
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○ 移住相談の充実
・年100件を超える相談に対応！
・オンライン移住相談会の対応拡大（毎週水曜日午後、平日夜間）
・首都圏等で行われる移住フェアへ出展

○ 移住コーディネーターとの連携
・移住情報の発信や移住者を対象とした交流イベントを開催
・移住希望者の不安を取り除き掛川の良さを伝える

○ 地域おこし協力隊の増員
・協力隊２人目の喜多村さんは地域特産品の活用を促進
・地域の活性化を目指し３人目の協力隊を委嘱予定

○ 保育園留学の実施
・市外の保育園児を含む子育て世帯を１～２週間受入
・掛川のリアルな暮らしを体験してもらい移住定住につなげる

移住定住の促進

地域おこし協力隊として活動する
喜多村純さん（左から２番目）

29

あなたの夢、描いたつづきは掛川で。
テレワークが進み、掛川市を含む県西部も首都圏の通勤圏へ

掛川市は３年連続人口の転入超過 今後も転入超過を拡大
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働く人に選ばれる市役所へ

30
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データ分析に基づいた地域課題の解決

・令和7年度よりマーケティング課を新設

マーケティング

ブランディング

プロモーション

ふるさと納税

データ分析による戦略策定

・データ分析に基づいた事前に仕掛ける事業展開を図るため、マーケ
ティング、ブランディング、プロモーション、広報を担当する「マーケ

ティング・広報係」及びデータ分析を基にふるさと納税の強化を図る

「ふるさと納税推進室」からなる「マーケティング課」を新設。
・ジョブ型採用によりプロフェッショナルな人材を1名登用。

人流データの活用で効果的な政策立案による地域課題解決を目指す！
31
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ご清聴ありがとうございました
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